
ＱＣサークル活動報告 作成　平成１３年９月１５日

かおりのバンダナーズ
テーマ歴 　2回目 構成人数：（男）　　　　　（女）１０名

今井・岡部・吉川・土崎・中田・橋本・松崎・山本・一藤・石本

２．テーマ選定理由 ①　ポリ袋の材質が弱く破れ易い。
②　量の多いものは袋詰めしにくい。
③　袋詰めの見ばえが悪い。
④　御利用者様が、お持ち帰りにくいのでは？

　　　計画　　　実施 作成 H.13.4.25 中田

ステップ 担当 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

テーマの選定 全員

現状の把握 吉川

目標の設定 今岡

原因の追究 橋本

対策の検討 松崎

対策の実施 中田

効果の把握 今井

歯止の標準化 全員

全員

どの段階で破れたか 袋の破れた箇所

月
日

正 正 正 正
正 正 正 ・
・・・・・
正 正・・・・
・・・・・
・・・・・
正・・・・・　
・・・・・
・・・・・

5/16

漢方

サークル名

３．現状把握　①

活動計画表

1．テーマ 水薬を詰める袋を改善しよう！
サブテーマ　　☆作業が効率よくでき、御利用者様にも喜ばれる袋ってどんなの？

反省と今後の進め方

テーマ開始年月日

水薬量の多い物
(40,41…)

水薬量の少ない
物(35,36…）

5/15

（薬
袋詰めした数

水薬を
詰めて

結ぶ時
量が多
い時

箱に詰
める時

5/14

急いで
詰めた

棚への補充

平均参加率 ９０％会合回数 ７２回 平均会合時間 ２０分

いでしたクリニック

リーダ名：土崎博恵 リーダ歴:　２回目

平成13年5月10日 テーマ完了年月日 平成13年9月12日

所属部署

発表者
岡部　雅子

メンバーの名前
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製作日．Ｈ１３．６．１　岡部

何を

ポリ袋

なぜ

ポリ袋の材質が弱く破れやすい
8月10日ま

で

いつまで

破れを“０”にする

どれだけ

4.目標設定

現状把握　②

現状把握　③

90

80
袋
が
破
れ
た
枚
数 40

30

70

50

薬
局
へ
の
補
充

薬
を
詰
め
る

薬
を
詰
め
る

20

10

0
箱
に
詰
め
る
時

そ
の
他

結
ぶ
時

60

H13.6.1

100

まち まち



人
水薬を入れる棚が狭い

人員が少ない 慌てて詰める 箱に入りきらずに 棚への補充が困難である

作業が忙しい 水薬の袋だけになった

注意力が無い 棚の前に色々な物がある

急いで箱に入れる 乱雑に詰めている 製造量に端数が出る
体調が悪い 水薬を置く棚が高い

作業スペースが狭い 袋詰め後移動させる
棚の出し入れが難しい 片手で袋を持つ カウンターの配置が悪い

袋詰めの作業の場所が狭い 薬局の棚の前に人が立っている

背が低い 何回も移動させる
袋詰めをする時箱を使用する 忙しい

作業が雑である
膝の上で詰める 扱いが雑である

端切の角が当たる

人によって作業の仕方が違う 強度を知らない

材料の性質

補充時箱から出すとき 水薬のエッジが硬い

箱が小さい

水薬パックの角が鋭い

袋詰めのストックが少ない 棚の前に色々な物がある

箱の出し入れが難しい カッタの形状がギザギザだから

薬局への補充が忙しいので

慌てて詰める 冬場気温が低い 水薬の一包の量が多い物がある

補充している時落とした

端切の切り方が悪い 水薬パックが硬くなる 発注時に相談が無かった

袋詰め後棚に詰めすぎる

切り方が雑である 詰めている時誤って床に落とした 重ねておく 袋詰めするポリ袋が弱い

何を入れるか知らない 漢方が入れる物の

重量を教えていない

異材混入をした

材質が弱い 人によって扱いが違う 強度が弱いものを

発注している

乱暴に扱う

材質にバラつきがある

教育不足の人がいる
強度を知らない

コストダウンの為 認識不足である

材料を変更した コスト最小で発注している

置き場（棚）が狭い

スペースが狭い スペースが狭い 丁寧に扱えない

水薬の移動が多い

認識不足である
水薬パックの数量をチェックする ポリ袋の強度を知らない 強度を知らない

乱暴に扱う

乱暴に扱う
乱暴に扱う 多忙である

漢方からの注意が無い

認識不足である

コスト最小で

発注している

素材の弱いものを

契約している

確認する

必要がある

ポリ袋を

何回も開閉させる

何を入れるか不明で

知らない

乱暴に扱う

水薬の移動が多い水薬の移動が多い

ご利用者様薬局 漢方受付

作業 トラブル 環境

漢方が

注意していない

メーカー

厚さが違う物を

納入した

自部署から注意（要望）を

伝えていない

漢方薬品庫での袋詰めの

作業場所が狭い

端切の水薬パックの

角が鋭い時がある

袋詰め後の水薬をスペースの

狭い所に重ねて置く

棚のスペースが狭い為

袋詰め後の移動で破れる

５．要因分析
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切り方の基準

方法

取り扱いの注意を

伝えていない

薬局

袋詰めをしている途中で

他の作業に入るため急いで詰める
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水薬の量が多い

水薬の箱に４袋入れるとき

端切が少し角張って

ポリ袋に当たる

材料

総務が使用目的を

把握せず発注した

水薬を詰めたとき

大きさが合わない物がある

業者 総務

時間を於いた時に

パックの角が硬くなる



作成日　Ｈ１３．７．１３ 作成者　松崎

費
用

実
現

性

安
全

性
実

施

７．対策系統図
効

果
総

合

◎：３点 　Ａ：実施する
○：２点 　Ｂ：実施する
△：１点 　Ｃ：今回は見合わせる

費
用

実
現

性

安
全

性

◎△◎◎

実
施

○ 9 Ｃ端数箱を作る ◎ △ ◎

△ 8 Ｃ
端数の移動

◎△◎端数を作らない

Ａ

乱暴に扱っている 丁寧に扱う ◎ ◎ ◎ ◎ 12 Ａ

◎ ◎ ◎ ◎ 12

Ａ

薬局へ要望を出す ◎ △ △ ◎ 8 Ｃ

◎部署内を整頓する ◎ ◎ ◎ 12

Ｂ

水薬専用リフトをつける ◎ △ △ ◎ 8 Ｃ

◎取り扱いを丁寧にする ○ ◎ ◎ 11

ポ

リ

袋

の

移

動

が

多

い

部屋、棚のスペースが

狭い

水薬の詰め方を変える

Ｂ

端切り補助の方へ切り方の基準を指導する ◎ ◎ ◎ ◎ 12 Ａ

11◎

◎

◎

◎ ◎ ◎

○ 10 Ｃ

12 Ａ

○

標

準

化

作業が忙しい為雑になる 端切りをチェックする ◎ ○

◎ ◎ 12 Ａ他部署へ取り扱いについて説明する ◎ ◎

総務にポリ袋の発注について検討して頂く ◎ ◎

Ａ

他社のものと比較する ◎ ◎ ◎ △ 10 Ｃ

12◎◎ ◎

業者への問い合わせを行う ◎

Ｃ

○ 11 Ｂ

ポリ袋を２重にする ◎ ◎ △ ◎ 10 Ｃ

◎ ◎

効
果

総
合

ポ

リ

袋

が

弱

い

ポリ袋について改善し

なかった

素材の強いポり袋にする 10

強度実験を行う ◎

６．検証

部署内から薬局への

移動がある

従来からの箱で袋詰を

考慮した箱ではない

水

薬

パ

ッ

ク

の

端

切

り

が

悪

い

ポリ袋の素材に

ついて勉強しなかった

切り方の基準を決める
①角から１～1.5cmの所から丸く切る

②切り始め切り終わりを特に注意する

③鋏だけ動かすのではなく水薬ﾊﾟｯｸも

　動かしながら切る

得点方法 実施ランク
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考慮していない



②切り始めと切り終わりを特に注意する

②部署内を整理する

９．効果の確認
作成日Ｈ１3年８月１０日 作成者　今井

・端切りを気をつけて切るようになった
・水薬、ポリ袋の扱いが丁寧になった
・ポリ袋の特性（環境にやさしいなど）がわかった

・業者と交渉することでコストも下げることが出来た。

結果（どうなったか？）原因 担当 実施対策 時期

7/25～

①端切り作業の標準化
を決めた

7/25～

7/25～

全員

８．対策実施表

③はさみだけを動かすのではなく、水薬パッ

クを動かしながら切る

①端切りしたものを
チェックする

①切り直しもなくなり、作業が丁寧に
なった

全員
②端切り補助の方へ切
り方の基準を指導する

7/25～

①取り扱いをていねい
にする

①丁寧に取り扱うようにしたが、漢
方、薬局においては破れが０にはなら
ない

９－２　無形の効果

全員

全員

（漢方　薬局　受付）

９－１　有形の効果

ポリ袋の
素材について

勉強していない

人によって
切り方がちがう

作業が忙しい為
雑になる

①業者の方への問い合わせ

を行う

②強度の実験を行う

③他社のものと比較する

ポリ袋の
移動が多い

①厚手のビニール袋一枚あたり３円１０銭が

　５箱購入することにより３円になった。

②ビニール袋の強度が弱いということが

　分かった。

③振動の実験で当院ビニール袋の方が落下の

実験では大きな差はなかった。

ポリ袋破れの発生率

対策前 対策後

８ ９

１ ５％

5/28～6/2 7/27～8/2



作成日Ｈ１3年８月２０日
作成者　山本

端切り作業が雑にならない様に
ハサミの入れ方のポイントを

いでしたクリニック いでしたクリニック 標準化したのでそのポスターを
作り部署内に３枚貼りました。

作成日Ｈ１3年８月２７日

作成者　岡部、山本、土崎

テーマ ポリ袋を使用し、初めての改善となった

製造元から詳しい話が聞けなかった

検証 データの表し方、まとめ方に手間どった

要因分析 他部署とのかかわりの深さに気づいた 製造元に話が聞けなかった
端切り作業の標準化が出来た スペースの確保が不十分

データの取り方が不十分だった

破れゼロの目標達成に到達出来なかった

再考の余地あり

今回のテーマは他部署の協力なくしては、取り組めなかったものでした。

歯止め
ポスターを見る事によって意識が喚起さ
れる

今後、ＱＣサークル活動において他部署からの協力、依頼等があった場合にも積極的に取り
組みたいとおもいます。２回目のＱＣサークル活動は、ステップ毎にパートリーダを決め、
全員責任を持って行なう事が出来たと思いますが、今後は自分のパートリーダのステップだ
けでなくＱＣストーリーの展開も考え、積極的な活動参加が、今後の課題です。

袋の材質・特徴が分かった

対策立案
実施

効果の確認
１つづつの作業が丁寧に、又、意識して行な
えるようになった

ステップ 良かった点 悪かった点

御利用者様に対してアンケート用紙をお配し、ＱＣ

サークル活動の取り組みを知って頂いた事現状把握

１０．歯止め

１１．反省と今後の課題

ま～るくカットしま
しょう


